





The development of the discussion tool for lifelong education 
as a clue in “Crossroad” 
 








































































































































































































































































































































表３  防災編「クロスロード」の感想 






























































































































































































































・直観的に Yes か No は言えても、その理由を整理するには時間がかかるため、理由を整理する時間
を設けた方がよいと思う。一瞬で意見をまとめる訓練には最適だとは思うが・・。 
・やっぱり、他の意見も推測するのは難しいと感じました。金座布団ねらいで自分の意見と違うもの
を選ぼうかな、とも考えたのですが、いつも理由が考えつかずに金座布団ねらいではいけませんで
した。でも、あらゆるパターンを考えるのは頭の体操としても楽しいな、と感じました。 
・話し合いの際に、「もしも」や「仮に」という設定がでてしまい、話の規模が拡大し続けることが
問題だと思った。しかし、色々な人の様々な意見がクロスロードの問題になっている話の解決策と
なるのではないだろうか。 
・昨日に引き続き、いろんな人の意見が聞けて面白かったです。何より「私だったら・・・」と考え
ることが楽しくなってきました。また、今日はどんな理由だったら納得してもらえるかまで考えた
ことで、自分の矛盾が明らかになり、昨日よりも充実した学びができた気がします。 
・もっとやりたかったです。自分とは違う意見を聞くことは自分にとってプラスになり、多面的に見
られる力がつくと思います。 
－37－ 
・多角的に問題を捉えて、解決策を考える良い訓練になると思います。 
・他の人とのズレに気づかせられ、良かったです。 
・昨日も感じたが、他の人の意見を聞くことの重要性を2日間通して感じています。その中で、せっ
かく人の話を聞いて意見が変わる場合もあると思うので、話し合った後、もう一度判断をする機会
があっても楽しいと思いました。 
・クロスロードでは、自分とは違った考えを持つ人の意見も聞けて、いろいろ参考になりました。全
く正反対の意見を聞くのはとても面白く、様々な視点でものを考えられる良い機会だったと思いま
した。 
・クロスロードは、一人では１つの方向からしか見れていなかったものが、みんなで考えるといろん
な切り口があって面白かった。しかし、いろんな切り口があるように見えて意外と同じことを言っ
ていたり、結局つながっていたりすることがあったので、それをうまくまとめることが重要なのだ
と思いました。 
・今日も面白かったです。昨日話し合った人達が多かったので、緊張することもなく話ができまし
た!いろいろな考え方があってすごく納得させられることばかりでした。 
・班員皆同じになった場合は、逆の意見を考えたり、逆の解決策を考えるのは非常に勉強になると思
った。 
・クロスロードの問題をもう少し細かい設定にした方が議論しやすいかな・・と感じました。 
・自分にとっては考えていなかった新しい意見を聞くことができて面白かったです。ただ、常識を問
われるような印象がある問に関しては、状況によっては答えが変わると感じました。 
・もう少し条件を示しておかないと「もしも・・・」の話ばかり出てきて進まない。 
・はじめに意見を言う順番を決めていたのでスムーズに進み、全員の意見が聞けて面白かったです。
座布団の数が1番になって嬉しかったです。同じ「Yes」でも意見はそれぞれ異なっていて、面白く
て良かったです。 
・人の様々な考え方を知ることができ、とても有意義なことだと思います。話し合う時間はもう少し
長い方が議論できると思います。（問題による） 
・全員一致するとあきらかなものはおもしろくなかった。時間を毎回何分話し合うと決めておいた方
が話し合いが行いやすかったと思う。実際、最初の方が時間が余っていたが、後の方になると全員
の意見を聞く時間がなく、途中で終わってしまった。 
・クロスロードはいつも自分本位になりがちな私の思考回路に刺激を与えてくれるので本当にために
なる活動だと思う。ただ、昨日も今日の偶数のグループだったので、奇数でやった方がもっとおも
しろいのではないかと思った。 
 
５．おわりに－今後の課題 
 現在のところ、A 大学以外の大学の生涯学習概
論や社会人を対象とする社会教育主事講習で若干
取り入れている。概ね好評であるため、今後しば
らく、この方向での開発を続けても良いと思われ
る。今後は、社会教育関係者の協力が得られれば
研修でのディスカッション・ツールとして耐えう
るのかを検証することにしたい。 
 一方で、実施している中で、問題も明らかとな
っている。第一に、説明が上手くいかないと学生
が困惑してしまったり、作業の意味が伝わらず議
論が発展しないことがある。時間的制約があるた
めに、説明をコンパクトに、かつわかりやすくす
るための工夫がさらに必要である。第二に、学生
がディスカッションになれていない大学の場合、
白熱しすぎて、険悪な雰囲気になることがあった。
－38－ 
ゲームであることを強調すると共に、ディスカッ
ションへのとりくみかたのアドバイスもあわせて
行わなければいけないように思う。 
 このような問題は、授業に取り入れた場合の
「クロスロード」の進め方の問題である。「クロ
スロード」は部分的に用いることも可能であるた
め、このようにディスカッション・ツールとして
ではなく、授業の導入部としてだけ用いる場合に
はあまり問題が起きない。しかし、A 大学のよう
に、ある程度時間をかけて取り入れると、大学の
授業の中で扱うことは授業の理解度を上げること
にも役立つように思われるため、上記の課題を解
決して、大学等での授業でよりスムーズに使える
ものにする必要があるだろう。 
 また、本方法の検討結果は別稿で報告するが、
その中で参加者の属性にあわせた問題を選ぶこと
も必要があることがわかってきている。問題の選
び方は難しいが、例えば、参加者に選んでもらっ
た方が良いのかもしれない。ある程度、問題が選
別できるまではそのような手法もとる必要がある
と思われる。 
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